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平成28年度に行なわれた主な事業

●本庁舎整備事業
●コミュニティバス運行事業
●自転車等駐車場整備費事業
●４大まつり事業（補助金）

●土地区画整理事業（4地区）
●清須学推進事業
●新清洲保育園耐震改修事業
●清洲城整備事業

平成２８年度の決算は、平成２９年９月清須市議会定例会において、次のとおり認定されました。
各会計とも適切な予算執行により、黒字決算となっています。

区　分
歳　　　　入
歳　　　　出

内　　　　容

内　　　　容

区　分 水道事業

国民健康保険 介護保険 下水道事業 後期高齢者医療
7,312,183,536 4,188,124,013 2,440,431,185 1,363,967,132
7,076,395,437 4,030,346,981

民生費
9,266,800,696円
（36.8%）

総務費
5,792,712,635円
（23.0%）

議会費
245,194,469円（1.0%）

商工費
　280,395,591円（1.1%）
消防費

　860,769,065円（3.4%）

公債費（借金の返済金）
　1,788,722,244円（7.1%）

衛生費
　2,104,543,507円（8.3%）

教育費
　2,308,844,244円（9.2%）

土木費
2,363,314,542円（9.4%）

その他（農林水産業費など）
174,464,677円（0.7%）

2,397,226,208 1,359,859,297

（単位　円）

（単位　円）

事業収益合計 186,316,336

度決算認定

170,459,486
20,319,975

事業費用合計
純　 利 　益

◯特別会計

◯企業会計

市に入ったお金は、２５８億９，８６９万６，５４４円歳入

市が使ったお金は、２５１億８，５７６万１，６７０円歳出

清浄にして豊富低廉な水の供
給を図り、もって公衆衛生の向
上と生活環境の改善に寄与する
ことを目的に設置

国民健康保険事業の健全な運
営を確保し、もって社会保障及
び国民保健の向上に寄与するこ
とを目的に設置

介護保険事業の円滑な運営と
その経理の適正を図ることを目
的に設置

下水道事業の円滑な運営とそ
の経理の適正を図ることを目的
に設置

後期高齢者医療事業の円滑な
運営とその経理の適正を図るこ
とを目的に設置

市税
11,939,379,861円
（46.1%）

国庫支出金
2,739,886,358円
（10.6%）地方交付税

　2,429,820,000円（9.4%）

市債（市の借金）
　2,184,000,000円（8.4%）

繰入金
　1,601,112,764円（6.2%）

県支出金
　1,235,800,376円（4.8%）

地方消費税交付金
　1,183,049,000円（4.6%）

繰越金
　834,450,205円（3.2%）

諸収入
　632,636,351円（2.4%）

その他（分担金及び負担金など）
1,118,561,629円（4.3%）

一般会計

一般会計



区　分

区　分

合　計

決算額

決算額

市民一人あたりの市税負担額（※１）

市民一人あたりの一般会計歳出額（※２）
一般財源ベース（※３）

（単位　円）

※1　市民一人あたりの負担額は、平成29年3月31日現在の総人口67,974人で割った額です。

※２　市民一人あたりの決算額は、平成２９年３月３１日現在の総人口６７，９７４人で割った額です。
※３　一般財源ベースは、決算額から国・県支出金など事業が特定される収入を除いたもので、主に市税が中心となっています。

（単位　円）

4,088,570,503

9,266,800,696
4,984,638,325

136,329
73,332

77,293
51,200

5,094,652,153

5,525,834,128固定資産税

市民税

民生費

5,792,712,635 46,380総務費

2,363,314,542 25,709土木費

2,308,844,244 26,840教育費

2,104,543,507 28,383衛生費

1,788,722,244 26,315公債費　借り入れた市債の返済のために
860,769,065 12,286消防費

280,395,591 2,168商工費

245,194,469 3,607議会費　市議会運営のために
172,464,677 1,868農林水産業費　農業振興などのために
2,000,000 0労働費　労働者への金融貸付などのために

25,185,761,670 250,849合　計

個人市民税

お年寄りや障がいをもつ方のために
3,369,662,449 49,573 22,403児童のために
912,499,922 13,424 3,690その他、生活保護世帯などのために

70,435,250 1,036
85,220

972自治コミュニティ振興のために

平成２８年

19,683,690 290 15選挙（参議院議員通常選挙など）のために
5,702,593,695 83,894 45,393その他、コミバスの運行や交通安全、統計調査などのために

523,268,432 7,698
34,768

5,576道路の維持管理や新設改良のために
163,310,707 2,403 2,016公園のために
1,676,735,403 24,667 18,117その他、土地区画整理や都市下水路などのために

761,522,753 11,203
33,967

9,318学校（幼稚園を含む）のために
752,099,768 11,065 10,302生涯学習のために
795,221,723 11,699 7,220その他、給食センターや教育委員会運営のために

1,471,285,209 21,645
30,961

19,697ごみ処理やし尿処理のために
629,298,298 9,258 8,628市民の健康のために
3,960,000 58 58上水道のために

655,987,000 9,651 9,651救急、常備消防のために
110,192,802 1,621

26,315
12,663

1,500防災対策のために
94,589,263 1,391 1,135その他、市消防団などのために

147,588,311 2,171
4,125

611商工業振興のために
132,807,280 1,954

3,607
2,537
29

370,521

1,557その他、観光などのために

法人市民税

軽自動車税
市たばこ税
都市計画税

1,006,081,650

478,931,593
98,436,901

11,939,379,861
741,525,086

60,149
74,950

81,293
14,801

7,046
1,448

175,646
10,909

◯市民一人あたりの一般会計歳出額の状況

○決算認定の詳しい内容は、市ホームページ内の「財政状況」のページに掲載しています。

◯市民一人あたりの市税負担額の状況



高橋　哲生

政務活動費とは

活動費収支報告書平成２８年度政務

使途項目

　市議会政務活動費の交付に関する条例に基づき、市議会議員の調査研究に資するための必要な経費の一部として
交付される費用です。

■交付の対象
■交付する額
■交付の方法
■使 途 基 準
　
■収 支 報 告
　
■支出禁止事項

会派または議員
1人あたり年額18万円
4月及び10月の半期ごと
調査研究費、研修費、調査費、要請・陳情活動費、会議費、資料作成費、資料購入費、広報費、
事務費などに要す経費
政務活動費の交付を受けた会派また議員は、領収書の原本を添えて、収支報告書を議長に提出
しなければなりません。交付を受けた額に残額があるときは、これを返還しなければなりません。
懇親会費・交流会費・飲食費・飲酒類・茶菓子代・ガソリン代

支出額 （円） 説　明
145,110 地域科学研究会セミナー

参考図書36,056
研　修　費

181,166 交付額を上回る支出額は議員個人の自己負担合　　　計
資料購入費

加藤　光則
使途項目 支出額 （円） 説　明

111,388 市町村議会議員研修会、栄中日文化セミナー
印刷代730

研　修　費

38,605 参考図書資料購入費
資料作成費

印刷代、事務用品5,985
156,708合　　　計

事　務　費

渡辺　秀人
使途項目 支出額 （円） 説　明

66,589 参考図書
議会レポート印刷代92,910

資料購入費
広　報　費

事務用品
交付額を上回る支出額は議員個人の自己負担

20,700
180,199合　　　計

事　務　費

◯議員別内訳

本市議会では、様々な制限を設け使途を明確にしています。



清政会 （10名） 成田　義之  ・  久野　　茂  ・  伊藤　嘉起  ・  村瀬　勝哉  ・  八木　勝之  ・  住田　元紀 
小﨑　　豊  ・  岡山　克彦  ・  野々部　享  ・  小﨑　進一

平成２８年度政務
会派名等 所属議員数 交付額 （円） 支出額 （円） 返還額 （円）
清政会
公明党
市清クラブ
清友会
高橋　哲生議

　
員

加藤　光則
渡辺　秀人

10名
3名
3名
2名
1名
1名
1名

1,800,000
540,000
540,000
360,000
180,000
180,000
180,000

1,732,676
540,000
256,812
315,931
180,000
156,708
180,000

67,324
0

283,188
44,069

0
23,292

0

使途項目 支出額 （円） 説　明

1,729,076
山形県・岩手県行政視察（天童市・北上市）、大分県・福岡県行政視察（日田市・春日市）
宮城県行政視察（東松島市・石巻市・名取市）

3,600

調　査　費

会派代表名刺作成代事　務　費
1,732,676合　　　計

市清クラブ （3名）
浅井　泰三

※市清クラブも条例に基づき会派に交付していますが、支出は個人単位のため別掲

使途項目 支出額 （円）
34,560 議員活動広報誌印刷代
161,400

広　報　費
郵送代
交付額を上回る支出額は議員個人の自己負担

事　務　費
195,960合　　　計

公明党 （3名） 岸本　洋美  ・  林　真子  ・  飛永　勝次
使途項目 支出額 （円） 説　明

434,910
地方議会議員セミナー、全国都市問題会議、全国市議会議長会研究フォーラム
市町村議会議員研修

109,845

研　修　費

東京都・埼玉県行政視察（足立区・さいたま市）、愛知県行政視察（尾張旭市）
交付額を上回る支出額は議員個人の自己負担

調　査　費
544,755合　　　計

清友会 （2名） 天野　武藏  ・  大塚　祥之
使途項目 支出額 （円） 説　明

説　明

65,800 市町村議会議員特別セミナー
224,588

研　修　費
福島県行政視察（広野町・南相馬市）、熊本県行政視察（熊本市・益城町）調　査　費

25,543 事務用品事　務　費
315,931合　　　計

白井　章
使途項目 支出額 （円） 説　明

33,904 東京都行政視察（厚生労働省・国土交通省）調　査　費
9,024 参考図書資料購入費
42,928合　　　計

常川　則雄
使途項目 支出額 （円） 説　明

33,884 東京都行政視察（厚生労働省・国土交通省）調　査　費
33,884合　　　計

◯政務活動費収支

◯会派別内訳



平
成
２8
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定

歳
入

　
　
保
育
料
の
不
納
欠
損

の
内
容
と
保
育
料
未
納
者

へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
ま
す
か
。

　
　
不
能
欠
損
に
つ
い
て

は
、消
滅
時
効
の
５
年
を
経

過
し
た
５
件
で
、生
活
困
窮

者
や
市
外
に
転
出
さ
れ
た

方
で
す
。ま
た
、保
育
料
未

納
者
に
は
、児
童
手
当
支
給

常
任
委
員
会
の
審
査
報
告

付
託

案
件福

祉
委
員
会

で
増
加
し
て
い
ま
す
。今

後
、更
に
利
用
し
易
く
な
る

よ
う
検
討
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
保
育
士
の
正
規
職
員
、

臨
時
職
員
の
人
数
と
ク
ラ

ス
担
任
保
育
士
の
配
置
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
正
規
職
員
は
１
２
７

人
、臨
時
職
員
は
１
９
７
人

で
す
。ク
ラ
ス
担
任
は
正
規

職
員
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

な
お
、ク
ラ
ス
担
任
が
産

休
・
育
休
の
場
合
は
、経
験

を
積
ん
だ
臨
時
職
員
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
　
本
市
の
自
殺
者
数
と
、

相
談
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

ま
た
、ど
こ
に
相
談
す
れ
ば

良
い
で
す
か
。

　
　
自
殺
者
数
は
、毎
年
９

人
前
後
で
す
。自
殺
に
関
す

る
相
談
は
６
件
あ
り
、２０
代

か
ら
高
齢
者
ま
で
の
相
談

で
、自
殺
の
要
因
は
複
雑
で

す
。な
お
、市
に
ご
相
談
い

た
だ
け
れ
ば
対
応
い
た
し

ま
す
。

　
　
こ
の
と
こ
ろ
、資
源
の

回
収
量
が
減
少
し
て
い
ま

す
が
、ど
の
よ
う
な
分
析
を

し
て
い
ま
す
か
。

　
　
資
源
を
回
収
す
る
業

者
が
出
現
し
た
こ
と
と
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
小
売
事
業

者
の
自
主
的
な
資
源
回
収

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る

影
響
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
資
源
の
持
去
り
に
つ

い
て
は
、以
前
、条
例
に
罰

則
規
定
を
設
け
る
と
の
答

弁
を
受
け
て
い
ま
す
が
、ど

の
よ
う
な
状
況
で
す
か
。

　
　
罰
則
規
定
の
あ
る
条

例
に
つ
い
て
は
、地
方
検
察

庁
に
事
前
に
協
議
す
る

ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
そ
の
協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、現
在
は
担
当

検
事
に
お
い
て
審
査
が
行

わ
れ
て
い
る
最
中
で
す
。

　
　
下
水
道
事
業
の
進
捗

に
よ
っ
て
、本
来
は
浄
化
槽

清
掃
費
補
助
金
が
減
少
す

る
は
ず
で
す
が
、そ
う
し
た

状
況
に
な
っ
て
い
な
い
理

由
は
何
で
す
か
。

　
　
下
水
道
の
供
用
開
始

に
よ
っ
て
補
助
対
象
か
ら

外
れ
る
世
帯
も
あ
り
ま
す

が
、下
水
道
の
供
用
開
始
区

域
外
で
新
築
家
屋
が
増
え

た
た
め
で
す
。

　
　
本
市
の
農
業
振
興
に

つ
い
て
考
え
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
地
産
地
消
を
進
め
る

た
め
、朝
市
・
産
直
市
を
推

奨
す
る
と
と
も
に
、伝
統
野

菜
等
を
使
っ
た
加
工
品
の

販
売
等
に
向
け
て
関
係
機

関
と
連
携
し
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

会
計
繰
出
金
の
う
ち
、そ
の

他
繰
出
金
と
あ
り
ま
す
が
、

具
体
的
に
表
記
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
か
。

　
　
法
に
定
め
の
あ
る
繰

出
金
以
外
の
も
の
と
い
う

意
味
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
費
が
増
加
し
て
い
ま

す
が
、そ
の
理
由
は
な
ん
で

す
か
。

　
　
経
費
削
減
と
自
主
財

源
の
確
保
に
努
め
ま
し
た

が
、積
立
資
産
が
乏
し
く

な
っ
た
た
め
市
補
助
金
を

増
額
し
た
も
の
で
す
。

　
　
子
育
て
ア
プ
リ
利
用

の
状
況
は
ど
う
で
す
か
。ま

た
、課
題
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
平
成
２８
年
度
末
の
利

用
者
数
は
１
千
２
８
１
件

４
方
式
を
採
用
し
て
い
ま

す
。平
成
２８
年
度
に
保
険
税

率
を
見
直
し
た
折
に
、運
営

協
議
会
で
資
産
割
に
つ
い

て
議
論
と
な
り
ま
し
た
。年

金
受
給
者
の
方
の
資
産
は
、

所
得
を
生
ま
な
い
な
ど
の

理
由
か
ら
、資
産
割
の
率
を

見
直
し
ま
し
た
。ま
た
、国

保
制
度
改
正
に
お
い
て
、愛

知
県
国
保
運
営
方
針
で
は

今
後
３
方
式
で
税
率
が
示

さ
れ
ま
す
が
、い
き
な
り
３

方
式
に
す
る
と
ギ
ャ
ッ
プ

が
生
じ
ま
す
の
で
、急
激
な

変
化
と
な
ら
な
い
よ
う
運

営
協
議
会
で
慎
重
に
審
議

し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
２8
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
決
算
認
定

　
　
行
方
不
明
に
な
っ
た

徘
徊
高
齢
者
数
と
、損
害
賠

償
請
求
が
発
生
し
た
事
例

は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
前
年
度
の
行
方
不
明

者
数
は
７
人
で
し
た
。無
事

保
護
さ
れ
、損
害
賠
償
が
発

生
し
た
事
例
は
あ
り
ま
せ

ん
。

平
成
２8
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
決
算

認
定

平
成
２9
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

案平
成
２9
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）案

平
成
２9
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）案

平
成
２9
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）案

ま
す
の
で
、収
入
未
済
額
に

含
ま
れ
ま
す
。

　
　
保
険
税
の
算
出
方
法

に
つ
い
て
、社
会
保
険
に
は

資
産
割
が
な
い
が
本
市
の

保
険
税
に
は
資
産
割
が
あ

り
、ま
た
他
自
治
体
で
は
な

く
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、不
公
平
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。当
局
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
本
市
は
所
得
割
・
資

産
割
・
均
等
割
・
平
等
割
の

期
待
さ
れ
る
た
め
、検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
２8
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
決
算
認

定
　
　
保
険
税
の
う
ち
、不
能

欠
損
の
内
訳
に
つ
い
て
、死

亡
・
転
出
分
は
含
ま
れ
て

い
ま
す
か
。

答　
生
前
の
未
収
入
分
は

相
続
人
の
方
。転
出
し
た
方

は
、転
出
先
へ
催
促
を
行
い

　
　
一
休
庵
・
飴
茶
庵
の

運
営
を
民
間
事
業
者
に
委

託
等
を
し
て
は
ど
う
で
す

か
。

答　
契
約
期
間
の
満
了
を

機
会
に
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
清
洲
城
の
誘
客
策

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

答　
来
場
者
の
お
も
て
な

し
に
も
有
効
で
あ
り
、更
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
拡
散
も

日
、降
園
時
な
ど
に
保
育
料

の
納
付
依
頼
を
し
て
お
り

ま
す
。

歳
出

　
　
民
生
委
員
の
役
割
に

過
度
な
負
担
が
か
か
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

　
　
担
当
世
帯
数
等
の
適

正
化
に
努
め
て
お
り
、必
要

に
応
じ
て
定
数
の
増
員
等

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
国
民
健
康
保
険
特
別

　
９
月
8
日
・11
日
の
２
日
間
、委
員
会
が
開
催
さ
れ
、付
託
議

案
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。採
決
の
結
果
に
つ
い
て
は
、全
議

案
と
も
全
員
賛
成
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
が
、主
な
質
疑
等
で
す
。



平
成
２8
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定

歳
入

　
　
保
育
料
の
不
納
欠
損

の
内
容
と
保
育
料
未
納
者

へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
ま
す
か
。

　
　
不
能
欠
損
に
つ
い
て

は
、消
滅
時
効
の
５
年
を
経

過
し
た
５
件
で
、生
活
困
窮

者
や
市
外
に
転
出
さ
れ
た

方
で
す
。ま
た
、保
育
料
未

納
者
に
は
、児
童
手
当
支
給

で
増
加
し
て
い
ま
す
。今

後
、更
に
利
用
し
易
く
な
る

よ
う
検
討
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
保
育
士
の
正
規
職
員
、

臨
時
職
員
の
人
数
と
ク
ラ

ス
担
任
保
育
士
の
配
置
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
正
規
職
員
は
１
２
７

人
、臨
時
職
員
は
１
９
７
人

で
す
。ク
ラ
ス
担
任
は
正
規

職
員
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

な
お
、ク
ラ
ス
担
任
が
産

休
・
育
休
の
場
合
は
、経
験

を
積
ん
だ
臨
時
職
員
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
　
本
市
の
自
殺
者
数
と
、

相
談
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

ま
た
、ど
こ
に
相
談
す
れ
ば

良
い
で
す
か
。

　
　
自
殺
者
数
は
、毎
年
９

人
前
後
で
す
。自
殺
に
関
す

る
相
談
は
６
件
あ
り
、２０
代

か
ら
高
齢
者
ま
で
の
相
談

で
、自
殺
の
要
因
は
複
雑
で

す
。な
お
、市
に
ご
相
談
い

た
だ
け
れ
ば
対
応
い
た
し

ま
す
。

　
　
こ
の
と
こ
ろ
、資
源
の

回
収
量
が
減
少
し
て
い
ま

す
が
、ど
の
よ
う
な
分
析
を

し
て
い
ま
す
か
。

　
　
資
源
を
回
収
す
る
業

者
が
出
現
し
た
こ
と
と
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
小
売
事
業

者
の
自
主
的
な
資
源
回
収

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る

影
響
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
資
源
の
持
去
り
に
つ

い
て
は
、以
前
、条
例
に
罰

則
規
定
を
設
け
る
と
の
答

弁
を
受
け
て
い
ま
す
が
、ど

の
よ
う
な
状
況
で
す
か
。

　
　
罰
則
規
定
の
あ
る
条

例
に
つ
い
て
は
、地
方
検
察

庁
に
事
前
に
協
議
す
る

ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
そ
の
協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、現
在
は
担
当

検
事
に
お
い
て
審
査
が
行

わ
れ
て
い
る
最
中
で
す
。

　
　
下
水
道
事
業
の
進
捗

に
よ
っ
て
、本
来
は
浄
化
槽

清
掃
費
補
助
金
が
減
少
す

る
は
ず
で
す
が
、そ
う
し
た

状
況
に
な
っ
て
い
な
い
理

由
は
何
で
す
か
。

　
　
下
水
道
の
供
用
開
始

に
よ
っ
て
補
助
対
象
か
ら

外
れ
る
世
帯
も
あ
り
ま
す

が
、下
水
道
の
供
用
開
始
区

域
外
で
新
築
家
屋
が
増
え

た
た
め
で
す
。

　
　
本
市
の
農
業
振
興
に

つ
い
て
考
え
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
地
産
地
消
を
進
め
る

た
め
、朝
市
・
産
直
市
を
推

奨
す
る
と
と
も
に
、伝
統
野

菜
等
を
使
っ
た
加
工
品
の

販
売
等
に
向
け
て
関
係
機

関
と
連
携
し
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

会
計
繰
出
金
の
う
ち
、そ
の

他
繰
出
金
と
あ
り
ま
す
が
、

具
体
的
に
表
記
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
か
。

　
　
法
に
定
め
の
あ
る
繰

出
金
以
外
の
も
の
と
い
う

意
味
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
費
が
増
加
し
て
い
ま

す
が
、そ
の
理
由
は
な
ん
で

す
か
。

　
　
経
費
削
減
と
自
主
財

源
の
確
保
に
努
め
ま
し
た

が
、積
立
資
産
が
乏
し
く

な
っ
た
た
め
市
補
助
金
を

増
額
し
た
も
の
で
す
。

　
　
子
育
て
ア
プ
リ
利
用

の
状
況
は
ど
う
で
す
か
。ま

た
、課
題
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
平
成
２８
年
度
末
の
利

用
者
数
は
１
千
２
８
１
件

４
方
式
を
採
用
し
て
い
ま

す
。平
成
２８
年
度
に
保
険
税

率
を
見
直
し
た
折
に
、運
営

協
議
会
で
資
産
割
に
つ
い

て
議
論
と
な
り
ま
し
た
。年

金
受
給
者
の
方
の
資
産
は
、

所
得
を
生
ま
な
い
な
ど
の

理
由
か
ら
、資
産
割
の
率
を

見
直
し
ま
し
た
。ま
た
、国

保
制
度
改
正
に
お
い
て
、愛

知
県
国
保
運
営
方
針
で
は

今
後
３
方
式
で
税
率
が
示

さ
れ
ま
す
が
、い
き
な
り
３

方
式
に
す
る
と
ギ
ャ
ッ
プ

が
生
じ
ま
す
の
で
、急
激
な

変
化
と
な
ら
な
い
よ
う
運

営
協
議
会
で
慎
重
に
審
議

し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
２8
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
決
算
認
定

　
　
行
方
不
明
に
な
っ
た

徘
徊
高
齢
者
数
と
、損
害
賠

償
請
求
が
発
生
し
た
事
例

は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
前
年
度
の
行
方
不
明

者
数
は
７
人
で
し
た
。無
事

保
護
さ
れ
、損
害
賠
償
が
発

生
し
た
事
例
は
あ
り
ま
せ

ん
。

平
成
２8
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
決
算

認
定

平
成
２9
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

案平
成
２9
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）案

平
成
２9
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）案

平
成
２9
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）案

ま
す
の
で
、収
入
未
済
額
に

含
ま
れ
ま
す
。

　
　
保
険
税
の
算
出
方
法

に
つ
い
て
、社
会
保
険
に
は

資
産
割
が
な
い
が
本
市
の

保
険
税
に
は
資
産
割
が
あ

り
、ま
た
他
自
治
体
で
は
な

く
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、不
公
平
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。当
局
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
本
市
は
所
得
割
・
資

産
割
・
均
等
割
・
平
等
割
の

期
待
さ
れ
る
た
め
、検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
２8
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
決
算
認

定
　
　
保
険
税
の
う
ち
、不
能

欠
損
の
内
訳
に
つ
い
て
、死

亡
・
転
出
分
は
含
ま
れ
て

い
ま
す
か
。

答　
生
前
の
未
収
入
分
は

相
続
人
の
方
。転
出
し
た
方

は
、転
出
先
へ
催
促
を
行
い

　
　
一
休
庵
・
飴
茶
庵
の

運
営
を
民
間
事
業
者
に
委

託
等
を
し
て
は
ど
う
で
す

か
。

答　
契
約
期
間
の
満
了
を

機
会
に
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
清
洲
城
の
誘
客
策

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

答　
来
場
者
の
お
も
て
な

し
に
も
有
効
で
あ
り
、更
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
拡
散
も

日
、降
園
時
な
ど
に
保
育
料

の
納
付
依
頼
を
し
て
お
り

ま
す
。

歳
出

　
　
民
生
委
員
の
役
割
に

過
度
な
負
担
が
か
か
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

　
　
担
当
世
帯
数
等
の
適

正
化
に
努
め
て
お
り
、必
要

に
応
じ
て
定
数
の
増
員
等

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
国
民
健
康
保
険
特
別

飴茶庵

委
員
長 

岸
本　
洋
美

副
委
員
長 

住
田　
元
紀

委　
員 

浅
井　
泰
三

委　
員 

伊
藤　
嘉
起

委　
員 

小
﨑　
　
豊

委　
員 

大
塚　
祥
之

委　
員 

松
川　
秀
康



　
９
月
12
日・
13
日
の
２
日
間
、委
員
会
が
開
催
さ
れ
、付
託
議

案
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。採
決
の
結
果
に
つ
い
て
は
、全
議

案
と
も
全
員
賛
成
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
が
、主
な
質
疑
等
で
す
。

街路灯のLED化

建
設
文
教
委
員
会

平
成
２8
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定

歳
入

　
　
愛
知
県
の
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム

推
進
事
業
費
補
助
金
は
ど

の
よ
う
な
内
容
で
す
か
。

　
　
主
に
特
別
支
援
学
級

に
在
籍
し
、医
療
的
ケ
ア
を

必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒

を
対
象
に
、看
護
師
等
の
資

格
を
も
っ
た
支
援
員
を
配

置
し
て
対
応
す
る
た
め
の

補
助
事
業
で
す
。な
お
、補

助
率
は
事
業
費
の
３
分
の

２
で
す
。

　
　
過
年
度
清
洲
勤
労
福

祉
会
館
指
定
管
理
料
返
還

金
は
、ど
の
よ
う
な
内
容
で

す
か
。

　
　
清
洲
勤
労
福
祉
会
館

の
指
定
管
理
者
か
ら
の
提

案
に
よ
り
、年
間
収
支
が
黒

字
と
な
っ
た
場
合
、収
益
の

１０
％
を
市
に
返
還
す
る
協

定
に
基
づ
い
た
も
の
で
す
。

　
　
学
校
給
食
費
等
の
収

納
率
は
、何
パ
ー
セ
ン
ト
で

す
か
。ま
た
、未
納
に
対
す

る
対
策
は
、ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
学
校
給
食
費
は
９９
・

5９
％
、幼
稚
園
給
食
費
は
１

０
０
％
、給
食
費
全
体
で
は

９９
・
60
％
で
す
。ま
た
、未

納
対
策
は
、取
り
組
み
を
強

化
す
る
た
め
、４
月
に
規
則

を
改
正
し
、す
べ
て
の
未
納

者
に
教
育
委
員
会
名
で
勧

告
、催
告
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、未
納
の
あ
る
中
学

校
卒
業
生
と
転
校
生
の
保

護
者
に
対
し
、８
月
３１
日
付

け
で
簡
易
裁
判
所
に
支
払

督
促
の
申
し
出
を
行
い
ま

し
た
。

歳
出

　
　
地
籍
調
査
に
つ
い
て
、

地
区
の
選
定
方
法
と
今
後

の
予
定
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
対
象
地
区
は
、区
画
整

理
な
ど
の
実
施
さ
れ
て
い

な
い
箇
所
で
、地
元
か
ら
要

望
の
あ
っ
た
場
所
と
な
り

ま
す
。

　
　
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
よ
る
市
民
の
反
応
は
ど

う
で
す
か
。ま
た
、新
規
設

置
の
要
望
は
受
け
付
け
て

い
ま
す
か
。

　
　
設
置
当
初
は
、角
度
調

整
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
ま
し
た
が
、現
在
は
す

べ
て
完
了
し
て
い
ま
す
。な

お
、新
規
の
設
置
に
つ
い
て

は
要
望
書
の
提
出
が
あ
れ

ば
現
地
調
査
し
、必
要
箇
所

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
　
五
条
川
ふ
る
さ
と
の

川
管
理
費
で
は
、ど
こ
ま
で

の
範
囲
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
か
。

　
　
清
洲
城
を
中
心
と
し

た
、清
洲
地
区
の
範
囲
で

す
。

　
　
五
条
川
ふ
る
さ
と
の

川
事
業
の
よ
う
な
整
備
を

上
流
地
区
で
も
行
っ
て
い

き
ま
す
か
。

　
　
最
上
流
の
五
条
川
春

日
緑
地
か
ら
春
日
橋
ま
で

は
、散
策
路
の
整
備
が
済
ん

で
お
り
ま
す
。ま
た
、桜
の

管
理
に
つ
い
て
は
、今
後
も

河
川
管
理
者
で
あ
る
愛
知

県
と
協
議
し
、適
正
な
管
理

を
行
い
ま
す
。

　
　
雨
水
貯
留
施
設
に
つ

い
て
、今
後
の
計
画
は
あ
り

ま
す
か
。

　
　
新
川
地
区
で
、２
千
５

０
０
㎥
を
貯
め
る
た
め
の

基
本
計
画
を
実
施
中
で
あ

り
、新
川
中
学
校
及
び
新
川

小
学
校
を
候
補
地
と
し
、平

成
３２
年
度
完
成
を
目
標
に

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
　
小
規
模
雨
水
貯
留
施

設
費
に
つ
い
て
、平
成
２７
年

度
は
８
件
の
申
請
で
、平
成

２８
年
度
は
２
件
の
申
請
と

な
っ
て
い
ま
す
が
ど
う
し

て
で
す
か
。

　
　
平
成
２８
年
度
は
、問
合

せ
が
数
件
あ
り
ま
し
た
が

結
果
と
し
て
申
請
が
少
な

か
っ
た
の
で
、今
後
も
引
き

続
き
市
民
に
対
し
て
の
ＰＲ

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
春
日
地
区
の
学
校
橋

西
及
び
新
橋
西
土
地
区
画

整
理
事
業
の
進
捗
は
ど
れ

ぐ
ら
い
で
す
か
。

　
　
春
日
学
校
橋
西
地
区

は
、総
事
業
費
で
７１
・
５
％
、

春
日
新
橋
西
地
区
は
、６４
・

７
％
の
進
捗
で
す
。ま
た
、

保
留
地
は
事
業
計
画
の
保

留
地
予
定
面
積
に
対
し
て
、

学
校
橋
西
で
３８
・
３
％
、新

橋
西
で
３１
・
４
％
が
販
売

済
で
す
。

　
　
国
や
県
補
助
金
の
充

当
が
少
な
い
が
、新
清
洲
駅

北
土
地
区
画
整
理
の
進
捗

は
予
定
通
り
で
す
か
。

　
　
補
償
の
優
先
順
位
を

精
査
し
な
が
ら
進
め
て
お

り
、予
定
通
り
進
ん
で
い
ま

す
。

　
　
鉄
道
高
架
費
の
繰
越

明
許
費
と
、不
用
額
に
つ
い

て
、内
容
は
何
で
す
か
。

　
　
繰
越
明
許
費
は
、昨
年

１２
月
末
に
高
架
事
業
の
説

明
会
を
行
い
、そ
の
後
、道

路
設
計
業
務
委
託
を
発
注

し
た
た
め
で
す
。ま
た
、不

用
額
は
、当
初
３
件
の
買
収

予
定
で
し
た
が
、１
件
の
方

と
契
約
で
き
な
か
っ
た
た

め
で
す
。

　
　
教
育
支
援
委
員
会
の

開
催
時
期
は
、い
つ
で
す

か
。ま
た
、ど
の
よ
う
な
審

議
を
さ
れ
る
の
で
す
か
。

　
　
毎
年
１１
月
頃
に
開
催

し
て
い
ま
す
。審
議
内
容
の

主
な
も
の
と
し
て
は
、次
年

度
就
学
予
定
の
支
援
を
必

要
と
さ
れ
る
子
ど
も
を
対

象
に
保
護
者
か
ら
就
学
相

談
を
し
た
結
果
に
基
づ
い

て
、特
別
支
援
学
校
・
特
別

支
援
学
級
ま
た
は
普
通
学

級
へ
の
就
学
先
を
専
門
家

の
助
言
・
意
見
を
聴
い
て

審
議
し
ま
す
。

　
　
い
じ
め
問
題
対
策
連

絡
協
議
会
の
開
催
回
数
と

い
じ
め
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー

ト
は
何
回
実
施
し
て
い
ま

す
か
。

　
　
協
議
会
は
、年
に
２
回

開
催
し
て
い
ま
す
。ア
ン

ケ
ー
ト
は
、市
教
育
委
員
会

が
年
３
回
、学
校
で
は
年
２

回
か
ら
４
回
実
施
し
て
い

ま
す
。い
じ
め
の
内
容
は
、

全
体
の
９
割
以
上
が
悪
口

や
か
ら
か
い
が
占
め
て
お

り
ま
す
が
、ほ
ぼ
解
消
し
て

お
り
、解
消
し
て
い
な
い
事

象
に
つ
い
て
は
、継
続
的
に

子
ど
も
た
ち
の
状
況
を
見

守
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。

　
　
不
登
校
の
児
童
･
生

徒
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
ま
す
か
。

　
　
時
間
を
限
定
的
に
決

め
る
登
校
や
保
健
室
登
校

な
ど
、そ
の
子
に
合
っ
た
ス

タ
イ
ル
で
登
校
で
き
る
よ

う
に
学
校
か
ら
保
護
者
や

児
童
・
生
徒
に
進
言
し
て

い
ま
す
。ま
た
、保
健
室
登

校
な
ど
で
き
な
い
児
童
・

生
徒
に
は
、保
護
者
の
理

解
・
協
力
を
得
て
、適
応
指

導
教
室
へ
の
通
室
を
学
校

か
ら
助
言
し
て
い
ま
す
。

　
　
中
学
生
海
外
派
遣
研

修
で
は
、長
年
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
研
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、こ
れ
を
継
続
し

て
い
く
意
義
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
限
ら
れ
た
生
徒
に
は

な
り
ま
す
が
、派
遣
生
徒
は

意
欲
を
持
っ
て
行
か
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、他
の
生
徒

に
は
こ
の
貴
重
な
体
験
談

な
ど
を
報
告
会
で
伝
え
て

い
る
こ
と
で
海
外
の
文
化

や
習
慣
を
知
る
こ
と
が
で

き
、将
来
の
職
業
な
ど
キ
ャ

リ
ア
教
育
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ

児
童
・
生
徒
に
対
し
、ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
ま

す
か
。

　
　
学
校
給
食
は
、卵
と
乳

に
対
応
し
、代
替
食
と
除
去

食
を
調
理
・
配
膳
し
て
い

ま
す
。

平
成
２8
年
度
下
水
道
事

業
特
別
会
計
決
算
認
定

歳
入

　
　
国
庫
支
出
金
の
収
入

未
済
額
約
3
億
6
千
万
円

の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　
繰
越
工
事
に
よ
り
国

庫
補
助
金
も
翌
年
度
に
繰

越
し
た
も
の
で
す
。

歳
出

　
　
下
水
道
の
普
及
率
は

ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

　
　
平
成
２９
年
３
月
末
で

２３
・
８
％
で
す
。

平
成
２8
年
度
水
道
事
業

会
計
剰
余
金
の
処
分
及

び
決
算
認
定

　
　
春
日
地
区
の
水
道
事

業
に
つ
い
て
、名
古
屋
市
へ

の
移
行
協
議
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

　
　
関
係
機
関
と
協
議
は

行
っ
て
い
ま
す
が
、基
と
な

る
国
の
フ
ル
プ
ラ
ン
の
改

訂
が
遅
れ
て
お
り
、動
向
が

は
っ
き
り
と
決
ま
っ
て
い

な
い
状
況
で
す
。

　
　
資
本
的
収
入
の
県
補

助
金
が
予
算
額
約
1
千
万

円
に
比
べ
約
5
百
万
円
と

半
額
に
な
っ
て
い
る
の
は

ど
う
し
て
で
す
か
。

　
　
補
助
率
が
、当
初
予
定

さ
れ
て
い
た
３
分
の
１
か

ら
４
分
の
１
以
内
に
変
更

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

市
立
幼
稚
園
授
業
料
等

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案

　
　
今
回
の
条
例
改
正
等

に
よ
り
、公
立
幼
稚
園
と
私

立
幼
稚
園
の
対
象
者
と
な

る
世
帯
の
方
は
何
名
い
ま

す
か
。ま
た
、影
響
額
は
ど

れ
く
ら
い
に
な
り
ま
す
か
。

　
　
今
の
と
こ
ろ
公
立
幼

稚
園
の
対
象
者
は
い
ま
せ

ん
。ま
た
、私
立
幼
稚
園
は

７
名
で
す
。影
響
額
は
、約

２９
万
８
千
円
で
す
。

平
成
２9
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

案平
成
２9
年
度
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）案

発
議
第
１
号　

定
数
改

善
計
画
の
早
期
策
定
・

実
施
と
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
堅
持
及

び
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
（
案
）』

発
議
第
２
号　

道
路
財

源
の
確
保
に
関
す
る
意

見
書
（
案
）

　
　
補
助
率
の
嵩
上
げ
措

置
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、本
市
の
ど
の
事
業
に

ど
の
程
度
影
響
が
あ
り
ま

す
か
。

　
　
現
在
実
施
中
の
新
清

洲
駅
北
・
清
洲
駅
前
土
地

区
画
整
理
事
業
及
び
、名
鉄

高
架
事
業
が
該
当
し
、総
額

で
約
２
億
６
千
万
円
の
補

助
金
が
減
額
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、単
年
度
に
実
施
す
る

道
路
ス
ト
ッ
ク
事
業
等
で
、

年
間
約
２
千
万
円
の
補
助

金
が
減
額
と
な
り
ま
す
。



平
成
２8
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定

歳
入

　
　
愛
知
県
の
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム

推
進
事
業
費
補
助
金
は
ど

の
よ
う
な
内
容
で
す
か
。

　
　
主
に
特
別
支
援
学
級

に
在
籍
し
、医
療
的
ケ
ア
を

必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒

を
対
象
に
、看
護
師
等
の
資

格
を
も
っ
た
支
援
員
を
配

置
し
て
対
応
す
る
た
め
の

補
助
事
業
で
す
。な
お
、補

助
率
は
事
業
費
の
３
分
の

２
で
す
。

　
　
過
年
度
清
洲
勤
労
福

祉
会
館
指
定
管
理
料
返
還

金
は
、ど
の
よ
う
な
内
容
で

す
か
。

　
　
清
洲
勤
労
福
祉
会
館

の
指
定
管
理
者
か
ら
の
提

案
に
よ
り
、年
間
収
支
が
黒

字
と
な
っ
た
場
合
、収
益
の

１０
％
を
市
に
返
還
す
る
協

定
に
基
づ
い
た
も
の
で
す
。

　
　
学
校
給
食
費
等
の
収

納
率
は
、何
パ
ー
セ
ン
ト
で

す
か
。ま
た
、未
納
に
対
す

る
対
策
は
、ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
学
校
給
食
費
は
９９
・

5９
％
、幼
稚
園
給
食
費
は
１

０
０
％
、給
食
費
全
体
で
は

９９
・
60
％
で
す
。ま
た
、未

納
対
策
は
、取
り
組
み
を
強

化
す
る
た
め
、４
月
に
規
則

を
改
正
し
、す
べ
て
の
未
納

者
に
教
育
委
員
会
名
で
勧

告
、催
告
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、未
納
の
あ
る
中
学

校
卒
業
生
と
転
校
生
の
保

護
者
に
対
し
、８
月
３１
日
付

け
で
簡
易
裁
判
所
に
支
払

督
促
の
申
し
出
を
行
い
ま

し
た
。

歳
出

　
　
地
籍
調
査
に
つ
い
て
、

地
区
の
選
定
方
法
と
今
後

の
予
定
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
対
象
地
区
は
、区
画
整

理
な
ど
の
実
施
さ
れ
て
い

な
い
箇
所
で
、地
元
か
ら
要

望
の
あ
っ
た
場
所
と
な
り

ま
す
。

　
　
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
よ
る
市
民
の
反
応
は
ど

う
で
す
か
。ま
た
、新
規
設

置
の
要
望
は
受
け
付
け
て

い
ま
す
か
。

　
　
設
置
当
初
は
、角
度
調

整
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
ま
し
た
が
、現
在
は
す

べ
て
完
了
し
て
い
ま
す
。な

お
、新
規
の
設
置
に
つ
い
て

は
要
望
書
の
提
出
が
あ
れ

ば
現
地
調
査
し
、必
要
箇
所

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
　
五
条
川
ふ
る
さ
と
の

川
管
理
費
で
は
、ど
こ
ま
で

の
範
囲
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
か
。

　
　
清
洲
城
を
中
心
と
し

た
、清
洲
地
区
の
範
囲
で

す
。

　
　
五
条
川
ふ
る
さ
と
の

川
事
業
の
よ
う
な
整
備
を

上
流
地
区
で
も
行
っ
て
い

き
ま
す
か
。

　
　
最
上
流
の
五
条
川
春

日
緑
地
か
ら
春
日
橋
ま
で

は
、散
策
路
の
整
備
が
済
ん

で
お
り
ま
す
。ま
た
、桜
の

管
理
に
つ
い
て
は
、今
後
も

河
川
管
理
者
で
あ
る
愛
知

県
と
協
議
し
、適
正
な
管
理

を
行
い
ま
す
。

　
　
雨
水
貯
留
施
設
に
つ

い
て
、今
後
の
計
画
は
あ
り

ま
す
か
。

　
　
新
川
地
区
で
、２
千
５

０
０
㎥
を
貯
め
る
た
め
の

基
本
計
画
を
実
施
中
で
あ

り
、新
川
中
学
校
及
び
新
川

小
学
校
を
候
補
地
と
し
、平

成
３２
年
度
完
成
を
目
標
に

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
　
小
規
模
雨
水
貯
留
施

設
費
に
つ
い
て
、平
成
２７
年

度
は
８
件
の
申
請
で
、平
成

２８
年
度
は
２
件
の
申
請
と

な
っ
て
い
ま
す
が
ど
う
し

て
で
す
か
。

　
　
平
成
２８
年
度
は
、問
合

せ
が
数
件
あ
り
ま
し
た
が

結
果
と
し
て
申
請
が
少
な

か
っ
た
の
で
、今
後
も
引
き

続
き
市
民
に
対
し
て
の
ＰＲ

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
春
日
地
区
の
学
校
橋

西
及
び
新
橋
西
土
地
区
画

整
理
事
業
の
進
捗
は
ど
れ

ぐ
ら
い
で
す
か
。

　
　
春
日
学
校
橋
西
地
区

は
、総
事
業
費
で
７１
・
５
％
、

春
日
新
橋
西
地
区
は
、６４
・

７
％
の
進
捗
で
す
。ま
た
、

保
留
地
は
事
業
計
画
の
保

留
地
予
定
面
積
に
対
し
て
、

学
校
橋
西
で
３８
・
３
％
、新

橋
西
で
３１
・
４
％
が
販
売

済
で
す
。

　
　
国
や
県
補
助
金
の
充

当
が
少
な
い
が
、新
清
洲
駅

北
土
地
区
画
整
理
の
進
捗

は
予
定
通
り
で
す
か
。

　
　
補
償
の
優
先
順
位
を

精
査
し
な
が
ら
進
め
て
お

り
、予
定
通
り
進
ん
で
い
ま

す
。

　
　
鉄
道
高
架
費
の
繰
越

明
許
費
と
、不
用
額
に
つ
い

て
、内
容
は
何
で
す
か
。

　
　
繰
越
明
許
費
は
、昨
年

１２
月
末
に
高
架
事
業
の
説

明
会
を
行
い
、そ
の
後
、道

路
設
計
業
務
委
託
を
発
注

し
た
た
め
で
す
。ま
た
、不

用
額
は
、当
初
３
件
の
買
収

予
定
で
し
た
が
、１
件
の
方

と
契
約
で
き
な
か
っ
た
た

め
で
す
。

　
　
教
育
支
援
委
員
会
の

開
催
時
期
は
、い
つ
で
す

か
。ま
た
、ど
の
よ
う
な
審

議
を
さ
れ
る
の
で
す
か
。

　
　
毎
年
１１
月
頃
に
開
催

し
て
い
ま
す
。審
議
内
容
の

主
な
も
の
と
し
て
は
、次
年

度
就
学
予
定
の
支
援
を
必

要
と
さ
れ
る
子
ど
も
を
対

象
に
保
護
者
か
ら
就
学
相

談
を
し
た
結
果
に
基
づ
い

て
、特
別
支
援
学
校
・
特
別

支
援
学
級
ま
た
は
普
通
学

級
へ
の
就
学
先
を
専
門
家

の
助
言
・
意
見
を
聴
い
て

審
議
し
ま
す
。

　
　
い
じ
め
問
題
対
策
連

絡
協
議
会
の
開
催
回
数
と

い
じ
め
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー

ト
は
何
回
実
施
し
て
い
ま

す
か
。

　
　
協
議
会
は
、年
に
２
回

開
催
し
て
い
ま
す
。ア
ン

ケ
ー
ト
は
、市
教
育
委
員
会

が
年
３
回
、学
校
で
は
年
２

回
か
ら
４
回
実
施
し
て
い

ま
す
。い
じ
め
の
内
容
は
、

全
体
の
９
割
以
上
が
悪
口

や
か
ら
か
い
が
占
め
て
お

り
ま
す
が
、ほ
ぼ
解
消
し
て

お
り
、解
消
し
て
い
な
い
事

象
に
つ
い
て
は
、継
続
的
に

子
ど
も
た
ち
の
状
況
を
見

守
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。

　
　
不
登
校
の
児
童
･
生

徒
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
ま
す
か
。

　
　
時
間
を
限
定
的
に
決

め
る
登
校
や
保
健
室
登
校

な
ど
、そ
の
子
に
合
っ
た
ス

タ
イ
ル
で
登
校
で
き
る
よ

う
に
学
校
か
ら
保
護
者
や

児
童
・
生
徒
に
進
言
し
て

い
ま
す
。ま
た
、保
健
室
登

校
な
ど
で
き
な
い
児
童
・

生
徒
に
は
、保
護
者
の
理

解
・
協
力
を
得
て
、適
応
指

導
教
室
へ
の
通
室
を
学
校

か
ら
助
言
し
て
い
ま
す
。

　
　
中
学
生
海
外
派
遣
研

修
で
は
、長
年
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
研
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、こ
れ
を
継
続
し

て
い
く
意
義
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
限
ら
れ
た
生
徒
に
は

な
り
ま
す
が
、派
遣
生
徒
は

意
欲
を
持
っ
て
行
か
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、他
の
生
徒

に
は
こ
の
貴
重
な
体
験
談

な
ど
を
報
告
会
で
伝
え
て

い
る
こ
と
で
海
外
の
文
化

や
習
慣
を
知
る
こ
と
が
で

き
、将
来
の
職
業
な
ど
キ
ャ

リ
ア
教
育
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ

児
童
・
生
徒
に
対
し
、ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
ま

す
か
。

　
　
学
校
給
食
は
、卵
と
乳

に
対
応
し
、代
替
食
と
除
去

食
を
調
理
・
配
膳
し
て
い

ま
す
。

平
成
２8
年
度
下
水
道
事

業
特
別
会
計
決
算
認
定

歳
入

　
　
国
庫
支
出
金
の
収
入

未
済
額
約
3
億
6
千
万
円

の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　
繰
越
工
事
に
よ
り
国

庫
補
助
金
も
翌
年
度
に
繰

越
し
た
も
の
で
す
。

歳
出

　
　
下
水
道
の
普
及
率
は

ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

　
　
平
成
２９
年
３
月
末
で

２３
・
８
％
で
す
。

平
成
２8
年
度
水
道
事
業

会
計
剰
余
金
の
処
分
及

び
決
算
認
定

　
　
春
日
地
区
の
水
道
事

業
に
つ
い
て
、名
古
屋
市
へ

の
移
行
協
議
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

　
　
関
係
機
関
と
協
議
は

行
っ
て
い
ま
す
が
、基
と
な

る
国
の
フ
ル
プ
ラ
ン
の
改

訂
が
遅
れ
て
お
り
、動
向
が

は
っ
き
り
と
決
ま
っ
て
い

な
い
状
況
で
す
。

　
　
資
本
的
収
入
の
県
補

助
金
が
予
算
額
約
1
千
万

円
に
比
べ
約
5
百
万
円
と

半
額
に
な
っ
て
い
る
の
は

ど
う
し
て
で
す
か
。

　
　
補
助
率
が
、当
初
予
定

さ
れ
て
い
た
３
分
の
１
か

ら
４
分
の
１
以
内
に
変
更

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

市
立
幼
稚
園
授
業
料
等

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案

　
　
今
回
の
条
例
改
正
等

に
よ
り
、公
立
幼
稚
園
と
私

立
幼
稚
園
の
対
象
者
と
な

る
世
帯
の
方
は
何
名
い
ま

す
か
。ま
た
、影
響
額
は
ど

れ
く
ら
い
に
な
り
ま
す
か
。

　
　
今
の
と
こ
ろ
公
立
幼

稚
園
の
対
象
者
は
い
ま
せ

ん
。ま
た
、私
立
幼
稚
園
は

７
名
で
す
。影
響
額
は
、約

２９
万
８
千
円
で
す
。

平
成
２9
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

案平
成
２9
年
度
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）案

発
議
第
１
号　

定
数
改

善
計
画
の
早
期
策
定
・

実
施
と
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
堅
持
及

び
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
（
案
）』

発
議
第
２
号　

道
路
財

源
の
確
保
に
関
す
る
意

見
書
（
案
）

　
　
補
助
率
の
嵩
上
げ
措

置
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、本
市
の
ど
の
事
業
に

ど
の
程
度
影
響
が
あ
り
ま

す
か
。

　
　
現
在
実
施
中
の
新
清

洲
駅
北
・
清
洲
駅
前
土
地

区
画
整
理
事
業
及
び
、名
鉄

高
架
事
業
が
該
当
し
、総
額

で
約
２
億
６
千
万
円
の
補

助
金
が
減
額
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、単
年
度
に
実
施
す
る

道
路
ス
ト
ッ
ク
事
業
等
で
、

年
間
約
２
千
万
円
の
補
助

金
が
減
額
と
な
り
ま
す
。

委
員
長 

久
野　
　
茂

副
委
員
長 

野
々
部　
享

委　
員 

成
田　
義
之

委　
員 

加
藤　
光
則

委　
員 

常
川　
則
雄

委　
員 

飛
永　
勝
次

委　
員 

小
﨑　
進
一
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9
月
14
日
、委
員
会
が
開
催
さ
れ
、付
託
議
案
の
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。採
決
の
結
果
に
つ
い
て
は
、全
議
案
と
も
全
員
賛

成
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
が
、主
な
質
疑
等
で
す
。

きよすアダプト・プログラム

平
成
２8
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定

歳
入

　
　
滞
納
に
対
す
る
取
組

み
と
、滞
納
整
理
機
構
へ
移

管
す
る
条
件
は
あ
り
ま
す

か
。
　
　
現
年
度
課
税
分
で
新

た
な
滞
納
が
発
生
し
な
い

よ
う
、重
点
的
に
徴
収
し
て

い
ま
す
。納
税
意
欲
が
著
し

く
欠
け
る
者
で
、滞
納
額
が

３０
万
円
以
上
、そ
の
４０
％
以

上
を
市
県
民
税
が
占
め
る

者
を
滞
納
整
理
機
構
へ
移

管
し
て
い
ま
す
。

　
　
市
税
が
前
年
度
か
ら

１．７
％
伸
び
た
要
因
は
何
で

す
か
。

　
　
個
人
市
民
税
で
は
、納

税
者
数
や
、給
与
所
得
、株

式
譲
渡
所
得
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、約
２
億
３
千
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。固

定
資
産
税
で
は
、新
築
家
屋

の
増
加
に
よ
り
、約
３
千
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、法
人
市
民
税
は
、税

率
引
下
げ
の
影
響
で
、約
１

億
２
千
万
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。全
体
で
約
２
億

円
税
収
が
伸
び
た
も
の
で

す
。

　
　
利
子
割
交
付
金
及
び

株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付

金
が
、前
年
度
と
比
較
し
て

大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る

理
由
は
何
で
す
か
。

　
　
県
税
収
入
が
、減
少
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
財
産
売
払
収
入
に
つ

い
て
、不
動
産
、物
品
そ
れ

ぞ
れ
の
売
払
い
収
入
の
内

容
は
何
で
す
か
。

　
　
土
地
に
つ
い
て
は
、市

営
住
宅
の
跡
地
や
赤
道
な

ど
９
件
を
売
却
し
ま
し
た
。

ま
た
、物
品
に
つ
い
て
は
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
と
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
の
各
１
台
を
売

却
し
ま
し
た
。

　
　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
に

つ
い
て
、清
須
市
か
ら
住
民

税
控
除
さ
れ
た
金
額
は
い

く
ら
で
す
か
。

　
　
平
成
２８
年
寄
附
に
対

し
て
、５
千
５
２
８
万
円
で

す
。

　
　
本
市
の
寄
附
金
に
対

し
て
の
返
礼
品
の
割
合
は

ど
れ
ぐ
ら
い
で
す
か
。

　
　
平
成
２８
年
度
実
績
で
、

返
礼
品
代
は
３３
・
７
％
で

す
。郵
送
代
や
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
委
託
料
等
を
含
め

る
と
５２
％
で
す
。

　
　
臨
時
財
政
対
策
債
の

発
行
可
能
額
は
い
く
ら
ま

で
で
す
か
。

　
　
平
成
２８
年
度
は
１１
億

５
千
万
円
余
、平
成
２９
年
度

は
１１
億
７
千
万
円
余
で
し

た
。

　
　
自
主
財
源
比
率
に
つ

い
て
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答　
本
市
の
数
値
は
６０
・

７
％
で
、県
内
３７
市
中
２８
番

目
で
す
が
、全
国
的
に
見
れ

ば
劣
っ
て
い
な
い
と
考
え

ま
す
。

歳
出

　
　
清
須
学
推
進
費
の
交

付
金
事
業
と
し
て
の
総
括

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
清

須
学
講
座
の
市
民
の
参
加

状
況
を
踏
ま
え
る
と
、当
初

の
目
的
で
あ
る
、シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
は
十

分
寄
与
で
き
ま
し
た
。

　
　
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
実
施
団
体
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
、ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
制
度
の
主
旨
に
沿
い
、

花
苗
や
肥
料
と
い
っ
た
、作

業
に
係
る
直
接
的
な
経
費

の
現
物
支
給
を
原
則
と
し

て
い
ま
す
。

　
　
イ
ベ
ン
ト
等
の
時
に
、

臨
時
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
的
に

走
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
か
。

　
　
イ
ベ
ン
ト
参
加
の
利

便
性
等
に
つ
い
て
は
、事
業

課
に
お
い
て
十
分
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
で
は
、選
挙
権
年
齢
が
１８

歳
と
な
っ
た
最
初
の
選
挙

で
し
た
が
、そ
の
年
齢
の
投

票
率
と
若
い
世
代
へ
の
主

権
者
教
育
に
つ
い
て
の
考

え
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

１８
歳
と
１９
歳
の
投
票

率
は
５６
・
４９
％
で
し
た
。主

権
者
教
育
に
つ
い
て
は
、愛

知
医
療
学
院
短
期
大
学
へ

の
出
前
講
座
の
実
施
、小
学

校
で
は
模
擬
投
票
に
よ
る

啓
発
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
空
き
家
等
対
策
の
進

捗
状
況
は
ど
の
く
ら
い
で

す
か
。

　
　
現
在
、特
定
空
き
家
に

な
る
可
能
性
の
あ
る
住
宅

の
絞
り
込
み
を
し
て
い
ま

す
。今
後
は
、そ
の
結
果
を

考
慮
し
、特
定
空
き
家
の
指

定
を
検
討
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　
　
現
在
、１２
台
の
消
防
車

両
が
管
理
さ
れ
て
い
ま
す

が
、車
両
更
新
整
備
計
画
は

あ
り
ま
す
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
、計
画
的
に

１５
年
で
の
更
新
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、ポ
ン
プ
の
性

能
や
車
両
の
耐
久
力
の
向

上
な
ど
に
よ
り
、西
春
日
井

広
域
事
務
組
合
の
内
規
が
、

１５
年
か
ら
特
に
期
間
を
定

め
な
い
よ
う
変
更
さ
れ
た

の
で
、組
合
に
準
ず
る
運
用

に
改
め
て
い
き
ま
す
。

総
務
委
員
会

税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

　
　
今
回
、条
例
で
規
定
さ

れ
る
市
民
緑
地
制
度
の
利

用
促
進
等
の
周
知
は
ど
の

よ
う
に
し
ま
す
か
。

　
　
民
間
企
業
な
ど
、こ
の

制
度
に
よ
り
地
域
へ
の
貢

献
と
節
税
が
で
き
ま
す
の

で
、広
報
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

案都
市
計
画
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案

平
成
２9
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

案委
員
長 

岡
山　
克
彦

副
委
員
長 

天
野　
武
藏

委　
員 

白
井　
　
章

委　
員 

村
瀬　
勝
哉

委　
員 

八
木　
勝
之

委　
員 

高
橋　
哲
生

委　
員 

林　
　
真
子

委　
員 

横
井　
秀
則



みなさまの声を市政に (傍聴者 41人) 9月4日・5日の2日間、
14人の議員が質問を行いました。一般質問

成
田
　
義
之 

議
員

え
は
。

　
　
① 

職
員
は
各
所
３
名

で
、
１
日
の
件
数
は
約
27

件
で
す
。② 

市
民
サ
ー
ビ

ス
の
業
務
は
各
部
所
の
専

門
性
を
高
め
、
リ
ス
ク
を

伴
う
業
務
の
安
全
性
の
確

保
が
重
要
で
あ
り
、
効
率

性
も
考
慮
し
て
い
ま
す
。

巡
回
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
福
祉
部
門
の
検
討
が
必

要
で
あ
り
、
多
く
の
専
門

窓
口
を
個
々
で
対
応
で
き

な
い
か
検
討
し
て
い
き
ま

す
。③ 

各
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
は
５
月
か
ら
浄

化
槽
清
掃
補
助
金
交
付
申

請
書
の
受
取
り
業
務
等
開

始
し
ま
し
た
。
今
後
も

様
々
な
意
見
を
聞
き
な
が

ら
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

④ 

窓
口
業
務
の
民
間
導
入

に
向
け
、
そ
の
活
用
方
法

　
　
本
庁
方
式
に
な
り
地

域
の
市
民
か
ら
「
不
便
に

な
っ
た
」「
特
に
お
年
寄

り
、
障
が
い
者
が
困
っ
て

い
る
」「
書
類
１
枚
で
も

本
庁
に
足
を
運
ぶ
事
に
な

る
」

①
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

人
員
と
取
り
扱
い
件
数

は
。

②
各
部
職
員
の
週
に
１
時

間
か
ら
２
時
間
支
所
へ
の

巡
回
サ
ー
ビ
ス
の
考
え

は
。

③
市
役
所
と
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
間
の
郵
便
制
度
創

設
の
考
え
は
。

④
窓
口
民
営
化
構
想
の
考

　
　

７
月
の
市
長
選
挙
で

は
合
併
問
題
が
注
目
さ

れ
、メ
リ
ッ
ト
は
、市
バ
ス

が
走
り
、敬
老
パ
ス
で
市

バ
ス
・
地
下
鉄
が
無
料
に

な
る
こ
と
。一
方
、デ
メ

リ
ッ
ト
は
、都
市
計
画
税

の
税
率
の
変
更
や
評
価
替

で
増
税
と
な
り
ま
す
。市

長
は
合
併
に
つ
い
て
、市

民
の
感
触
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
ま
し
た
か
。

　

ま
た
、投
票
率
を
上
げ

る
た
め
、投
票
所
を
ブ

ロ
ッ
ク
毎
に
変
更
す
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　

市
内
各
所
を
回
り
、

合
併
に
賛
成
・
反
対
そ
れ

ぞ
れ
の
市
民
の
方
々
が
い

ま
し
た
が
、否
定
的
な
方

が
多
か
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。「
市
に
な
っ
て
１２
年

し
か
経
っ
て
い
な
い
の
に

な
ぜ
今
合
併
な
の
か
」と

か「
合
併
よ
り
も
清
須
市

を
も
っ
と
大
切
に
し
て
ほ

し
い
」と
い
う
意
見
が
印

象
的
で
し
た
。

　

現
在
の
投
票
所
は
、尾

張
管
内
の
一
投
票
所
あ
た

り
の
平
均
有
権
者
と
投
票

区
域
面
積
を
参
考
に
検
討

し
た
結
果
で
あ
り
、今
の

と
こ
ろ
投
票
所
を
増
や
す

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

常
時
啓
発
、選
挙
時
の
啓

発
活
動
を
増
や
す
な
ど
、

投
票
率
向
上
に
繋
が
る
よ

う
努
め
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
清
洲
城
周
辺
の
整
備

●
新
庁
舎

を
多
角
的
に
検
証
し
て
市

民
課
で
の
対
応
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
安
全・安
心・防
災

今
回
の
市
長
選
挙

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

機
能
の
見
直
し

住
田
　
元
紀 

議
員

春日サービスセンター
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岡
山
　
克
彦 

議
員

レ
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

な
ど
を
備
蓄
し
、
不
足
分

は
愛
知
県
と
災
害
応
援
協

定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

② 

要
配
慮
者
の
方
を
優
先

的
に
避
難
出
来
る
よ
う

に
、
ア
ル
コ
清
洲
を
地
域

福
祉
避
難
所
と
し
て
指
定

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

す
べ
て
の
方
を
入
所
さ
せ

る
こ
と
は
不
可
能
な
た

め
、
西
春
日
井
福
祉
会
が

所
有
す
る
施
設
を
、
福
祉

避
難
所
と
し
て
使
用
す
る

協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　
　
東
海
豪
雨
か
ら
17
年

が
経
過
し
、
先
の
台
風
時

に
は
指
定
避
難
所
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
次

の
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

① 

避
難
所
の
ト
イ
レ
の
現

状
と
対
応
策
は
。

② 

地
域
福
祉
避
難
所
と
し

て
、
カ
ル
チ
バ
新
川
の
役

割
は
。

　
　
① 

指
定
避
難
所
の

男
・
女
ト
イ
レ
は
、
体
育

館
の
１
階
に
、
他
の
施
設

は
各
階
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
対
策
と
し
て
は
、

簡
易
ト
イ
レ
、
仮
設
ト
イ

　
　

現
在
本
市
で
は
、小

学
校
８
校
の
内
、放
課
後

子
ど
も
教
室
が
実
施
さ
れ

て
な
い
古
城
小
、桃
栄
小
、

星
の
宮
小
、清
洲
東
小
の

４
校
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
検
討
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

　
　

今
年
度
中
に
ま
ず
、

古
城
小
学
校
を
平
成
30
年

度
に
開
設
で
き
る
よ
う
に

整
備
す
る
予
定
で
す
。残

り
３
校
を
翌
年
度
に
整
備

し
、平
成
31
年
度
に
開
設

す
る
予
定
で
す
。

　

子
ど
も
教
室
で
は
、定

数
は
定
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、現
在
開
設
さ
れ
て

い
る
４
校
で
は
、平
均
利

用
人
数
が
１
日
30
人
か
ら

60
人
に
対
し
、指
導
員
等

を
３
名
か
ら
４
名
配
置
し

て
い
ま
す
。新
た
な
教
室

に
も
今
ま
で
の
実
績
を
参

考
に
し
て
指
導
員
等
の
配

置
人
数
を
決
め
て
い
き
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

●
治
水
対
策

そ
の
他
の
質
問　

●
通
学
路
等
の
交
通
安
全

　
対
策

●
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

●
児
童
虐
待

●
生
産
農
家
支
援

放
課
後
子
ど
も
教
室

避
難
所
の
現
状
と

要
援
護
者
避
難

横
井
　
秀
則 

議
員

避難所トイレ カルチバ新川
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林
　
真
子 

議
員

総合防災訓練

② 

手
話
を
使
わ
な
い
難
聴

の
方
が
来
庁
さ
れ
た
場
合

に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
対

応
が
難
し
い
場
面
も
想
定

さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
方

に
も
、
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
る

よ
う
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で

音
声
文
字
変
換
が
行
え
る

ア
プ
リ
も
開
発
さ
れ
て
お

　
　
① 

聴
覚
障
が
い
の
あ

る
方
へ
の
、
窓
口
の
案
内

や
窓
口
に
お
け
る
説
明
や

聴
き
取
り
に
お
い
て
は
現

在
ど
の
よ
う
な
対
応
を

行
っ
て
い
ま
す
か
。

② 

現
状
の
認
識
と
課
題

は
。

　
　
① 

市
役
所
に
お
け
る

聴
覚
障
が
い
者
へ
の
窓
口

対
応
に
つ
い
て
は
、
社
会

福
祉
課
で
雇
用
し
て
い
る

手
話
通
訳
者
や
筆
談
等
で

対
応
し
て
お
り
、
窓
口
で

の
諸
手
続
き
に
関
す
る
通

訳
や
相
談
の
手
伝
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

大
規
模
な
災
害
時
に

は
、高
齢
者
、障
が
い
者
、

外
国
人
、妊
産
婦
、乳
幼
児

な
ど
の
配
慮
を
要
す
る

方
々
は
自
力
避
難
が
困
難

な
こ
と
か
ら
、大
き
な
被

害
を
受
け
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
。

① 

名
簿
情
報
を
使
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
避
難
行
動
支

援
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、避
難
情
報
が
出
さ

れ
た
際
、実
際
に
ど
の
よ

う
に
支
援
が
行
わ
れ
ま
し

た
か
。

② 

地
域
の
協
力
を
得
な
が

ら
、個
別
の
支
援
計
画
を
策

定
す
る
考
え
に
つ
い
て
。

　
　

① 

自
主
防
災
組
織
、

町
内
会
、消
防
署
、警
察
署

な
ど
事
前
に
同
意
を
得
ら

れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
の

情
報
を
提
供
し
、そ
の
方
々

の
避
難
行
動
支
援
を
推
進

し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
避
難
支
援

の
役
割
分
担
が
決
ま
っ
て

い
た
ケ
ー
ス
で
は
、自
主
防

災
組
織
や
町
内
会
の
役
員
、

民
生
委
員
な
ど
に
よ
る
避

難
支
援
が
実
際
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

② 

よ
り
実
効
性
の
あ
る
支

援
が
で
き
る
よ
う
に
策
定

す
る
個
別
の
支
援
計
画
で

は
、要
支
援
者
の
個
々
の
状

況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。行
政
の
力
だ
け
で

は
限
界
が
あ
る
の
で
、地
域

の
協
力
を
得
な
が
ら
策
定

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
地
区
防
災
計
画
の
策
定

　
推
進

●
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル

　
プ
カ
ー
ド
の
普
及
推
進

り
、
実
際
に
導
入
し
て
い

る
自
治
体
や
企
業
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
本
市
に

お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な

先
端
機
器
を
活
用
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
手
法
も
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問　

●
固
定
資
産
台
帳
と
行
政

　
コ
ス
ト
計
算
書
の
活
用

災
害
時
要
配
慮
者
個
別

支
援
計
画
の
策
定
推
進

聴
覚
障
が
い
者
へ
の

窓
口
対
応
の
円
滑
化

飛
永
　
勝
次 

議
員



岸
本
　
洋
美 

議
員

計
画
」で
目
標
と
す
る「
水

と
歴
史
に
織
な
さ
れ
た
安

心
・
快
適
で
元
気
な
都

市
」
の
実
現
を
加
速
化
す

る
も
の
で
、
公
約
実
現
へ

の
取
組
み
と
と
も
に
、
第

２
次
総
合
計
画
で
定
め
る

７
政
策
と
３７
施
策
を
着
実

に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
進
捗

管
理
や
評
価
は
、
行
政
評

価
を
活
用
し
て
行
い
、
随

時
、
公
開
致
し
ま
す
。

　
財
政
運
営
に
つ
い
て

は
、
的
確
に
財
政
状
況
を

見
通
し
た
上
で
、
計
画
的

に
適
切
に
市
債
や
基
金
を

　
　
選
挙
で
公
約
さ
れ
ま

し
た
「
さ
ら
な
る
改
革
で

力
強
い
清
須
を
実
現
！
」

に
向
け「
安
全
・
安
心
」「
子

育
て
・
教
育
」「
健
康
・

福
祉
」「
便
利
・
快
適
・

観
光
」「
連
携
・
行
革
」

の
５
分
野
で
３４
施
策
を
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
公
約

実
現
へ
の
決
意
と
進
め
方

及
び
市
政
運
営
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

　
　
選
挙
公
約
実
現
に
向

け
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
実
施
し
て
い
く
こ
と

は
、
行
政
運
営
の
指
針
で

あ
り
ま
す
「
第
２
次
総
合

　
　
① 

実
質
的
な
市
民
協

働
の
推
進

　

市
民
協
働
と
は
行
政
、

市
民
、自
治
会
、市
民
活
動

団
体
、事
業
者
な
ど
が
そ

の
役
割
と
責
任
を
担
い
、

信
頼
関
係
の
も
と
お
互
い

の
特
性
を
活
か
し
な
が

ら
、地
域
社
会
の
課
題
を

一
緒
に
考
え
そ
の
課
題
の

た
め
に
協
力
し
て
行
動
す

る
こ
と
で
す
。

　

近
年
、住
民
の
価
値
観

や
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
変
化

し
、行
政
に
お
い
て
も
行

財
政
事
情
が
厳
し
く
な
る

中「
市
民
協
働
社
会
」の
あ

り
方
が
大
変
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
市
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

② 
市
民
協
働
課
の
創
設

　

各
課
に
ま
た
が
っ
て
い

る
協
働
事
業
を
一
つ
の
課

に
ま
と
め
、市
民
に
よ
く
わ

か
る
よ
う
に
、ま
た
、協
働

の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
る

た
め
に
も
課
の
創
設
が
必

要
と
考
え
ま
す
。

　
　

① 

現
在
、市
と
し
て

も
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま

な
事
業
で
協
働
を
軸
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

複
雑・多
様
化
す
る
地
域
社

会
の
課
題
に
適
切
に
対
応

す
る
た
め
、よ
り
一
層
の
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
全
庁
横
断
的
に
、

新
規
事
業
だ
け
で
な
く
既

存
事
業
も
含
め
て
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
と
事
業
と

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、市
民
協
働

団
体
と
の
連
携
・
協
力
に
よ

る
協
働
事
業
の
拡
充
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

② 

窓
口
を
一
本
化
す
る
こ

と
で
機
能
強
化
や
政
策
推

進
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。メ

リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ
ト
を
踏

ま
え
な
が
ら
今
後
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
危
機
管
理
課
の
創
設

活
用
し
て
持
続
可
能
で
健

全
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
財
政
基
盤
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
昨
年
度
策
定

の
「
行
財
政
改
革
推
進
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
し
っ

か
り
と
行
財
政
改
革
に
取

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
、
職

員
の
人
材
育
成
と
意
識
改

革
に
取
組
む
と
と
も
に
、

市
民
目
線
に
立
っ
て
、
よ

り
親
身
な
対
応
と
適
切
か

つ
効
率
的
な
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

市
民
協
働
の
推
進

市
長
の
公
約
と
市
政
運
営

白
井
　
章 

議
員

清須市第２次総合計画
公約された内容が多く入っています



松
川
　
秀
康 

議
員

学校施設長寿命化計画に基づく大規模改修工事（西枇杷島小学校）

美濃路の街並み

　
　
空
家
の
有
効
活
用
は

ま
ち
づ
く
り
や
観
光
振

興
・
商
業
振
興
の
有
効
な

手
段
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
管
理
の
行
き
届

か
な
い
空
家
が
、
市
民
の

安
全
を
阻
害
す
る
事
例
も

多
く
あ
り
地
域
に
と
っ
て

急
を
要
す
る
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
背

景
に
よ
り
本
市
の
空
家
対

策
は
不
特
定
市
民
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
の
も
の

で
、
現
在
実
態
調
査
を
急

が
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
　
永
田
市
長
が
選
挙
公

約
に
も
掲
げ
ら
れ
た
空
家

対
策
で
す
が
、
本
市
で
は

協
議
会
に
よ
り
３
か
年
度

議
論
さ
れ
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
議
論
の
方
向
性

が
周
辺
環
境
に
悪
影
響
を

与
え
る
特
定
空
家
対
策
の

み
に
偏
っ
て
お
り
、
そ
れ

以
外
の
多
数
を
占
め
る
空

家
の
利
活
用
策
な
ど
の
議

論
が
皆
無
で
す
。
空
家
は

観
光
振
興
や
商
業
振
興
を

考
え
た
場
合
活
用
す
べ
き

貴
重
な
資
源
で
す
が
、
そ

の
活
用
策
に
つ
い
て
お
尋

ね
し
ま
す
。

　
　
① 

市
内
小
中
学
校
校

舎
の
エ
ア
コ
ン
の
整
備

は
、長
寿
命
化
計
画
と
関

連
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
か
。

② 

築
60
年
を
経
過
し
て
い

る
一
部
校
舎
に
つ
い
て
、

建
て
替
え
の
検
討
は
し
ま

し
た
か
。

　
　
① 

小
中
学
校
の
学
校

施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
く
大
規
模
改
修
工
事
を

今
年
度
か
ら
清
洲
小
学
校

と
西
枇
杷
島
小
学
校
で
工

事
を
始
め
、平
成
33
年
度

ま
で
に
全
小
中
学
校
の
校

舎
の
改
修
工
事
が
完
了
す

る
予
定
で
す
。エ
ア
コ
ン
の

整
備
は
こ
の
計
画
に
関
連

し
て
進
め
る
こ
と
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。エ
ア
コ

ン
の
整
備
は
、設
置
後
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
も

含
め
て
今
後
、優
先
順
位
と

設
置
期
間
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

② 

長
寿
命
化
計
画
で
は
検

討
の
結
果
、最
も
経
過
年
数

が
経
っ
て
い
る
校
舎
も
長

寿
命
化
に
よ
り
２０
年
程
度

持
つ
の
で
、建
て
替
え
で
は

な
く
大
規
模
改
修
工
事
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
名
古
屋
市
へ
の
合
併

　
一
方
で
空
家
の
有
効
活

用
は
大
変
重
要
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
今
も
一
休

庵
や
飴
茶
庵
を
地
元
特
産

品
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

で
活
用
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
も
空
き
店
舗
事
業
補

助
金
に
よ
り
美
濃
路
沿
道

の
空
家
を
活
用
し
た
店
舗

営
業
の
支
援
を
通
じ
観

光
・
商
業
振
興
に
努
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

も
特
定
空
家
と
は
区
別
を

し
て
更
に
手
法
を
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

市
内
小
中
学
校
校
舎
の
長
寿
命

化
計
画
と
エ
ア
コ
ン
整
備

ま
ち
づ
く
り
の
宝
物
、

空
家
を
有
効
活
用
し
よ
う
！

高
橋
　
哲
生 

議
員



大
塚
　
祥
之 

議
員

で
は
７
千
７
３
８
人

（
50
％
）、
65
〜
74
歳
ま
で

の
前
期
高
齢
者
は
５
千

９
８
７
人
（ 

38
・6
％
）

で
す
。
加
入
者
一
人
当

た
り
の
平
均
所
得
は
、
86

万
円
で
す
。
ま
た
、
収
納

率
は
現
年
度
分
で
92
・

89
％
で
す
。
そ
の
他
繰
入

　
　
2
0
1
8
年
度
か

ら
、
国
民
健
康
保
険
の
運

営
を
県
と
市
が
共
同
で
担

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本

市
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
現
状
を
伺
う
と
と
も

に
、
加
入
者
の
く
ら
し
と

実
態
を
し
っ
か
り
と
反
映

さ
せ
た
施
策
を
立
て
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す

が
本
市
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　
　
本
市
被
保
険
者
の
状

況（
28
年
度
末
）は
、
年

齢
構
成
で
は
未
成
年
者
は

1
千
7
6
0
人
（ 

11
・

4
％
）、
20
〜
64
歳
ま

　
　

2
0
5
0
年
リ
ニ
ア

全
線
開
業
を
見
据
え
国
土

交
通
省
が
新
た
な
戦
略
を

展
開
し
て
い
る
ス
ー
パ
ー

メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
構
想

（
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
の

超
巨
大
都
市
圏
域
の
形

成
、経
済
や
産
業
、文
化
の

一
体
化
を
図
る
こ
と
）の

中
で
、検
討
課
題
と
し
て

周
辺
都
市
の
コ
ン
パ
ク
ト

化
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が

必
要
に
な
り
ま
す
。本
市

で
も
情
報
を
収
集
し
検
討

す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　
　

国
土
交
通
省
が
発
表

し
た「
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
２
０
５
０
」に
お
け

る
集
約
化
と
は
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
と
い
わ
れ
る
も

の
で
あ
り
、こ
れ
は
急
激
な

人
口
減
少
下
に
お
い
て
各

種
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
よ
く

提
供
す
る
為
に
、コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
化
が
必
要
不
可

欠
に
な
り
ま
す
。

　

本
市
の
人
口
は
今
後
減

少
す
る
も
の
の
２
０
６
０

年
ま
で
に
６
万
人
を
下
回

る
こ
と
が
な
い
と
推
計
さ

れ
て
お
り
、現
時
点
に
お
い

て
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
政

策
を
採
用
す
る
局
面
に

至
っ
て
い
な
い
と
考
え
ま

す
が
、本
市
の
人
口
推
計
の

動
向
を
注
視
し
つ
つ
、引
き

続
き
情
報
収
集
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
今
後
の
市
民
サ
ー
ビ
ス

　
の
向
上

●
見
守
り
カ
メ
ラ
の
増
設

金
の
割
合
は
、
歳
入
の
約

７
％
で
す
。

　
今
後
、
市
町
村
に
ど
れ

だ
け
の
権
限
が
残
る
の
か

見
極
め
な
が
ら
、
一
人
当

た
り
の
納
付
金
な
ど
が
示

さ
れ
た
段
階
で
、
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
で
真

摯
に
協
議
し
て
い
き
ま

す
。

リ
ニ
ア
開
業
に
お
け
る

本
市
の
将
来
像

国
民
健
康
保
険
制
度
の

広
域
化
・
制
度
改
革

加
藤
　
光
則 

議
員市役所保険年金課窓口

コンパクトシティイメージ



小
﨑
　
進
一 

議
員

市道 下之郷六角堂線

庄内川堤防の土嚢状況
ど  のう

　
特
定
構
造
物
改
築
事
業

に
よ
る
枇
杷
島
橋
付
近
の

堤
防
改
修
工
事
が
完
了
す

る
ま
で
の
間
は
、
大
雨
洪

水
時
の
緊
急
対
策
と
し

て
、
大
型
土
嚢
を
必
要
な

所
に
事
前
設
置
で
き
る
よ

う
、
国
、
愛
知
県
、
さ
ら

に
は
、
実
際
に
大
型
土
嚢

を
設
置
す
る
な
ど
の
水
防

　
　
庄
内
川
枇
杷
島
橋
付

近
の
堤
防
は
、
特
定
構
造

物
改
築
事
業
に
よ
り
高
く

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
事

業
が
完
了
す
る
ま
で
の
間

に
は
、
土
嚢
を
積
み
上
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
緊
急

事
態
も
発
生
し
ま
す
。
そ

の
対
策
を
お
尋
ね
し
ま

す
。

　
　
庄
内
川
の
堤
防
は
、

東
海
豪
雨
災
害
以
降
、
改

修
工
事
が
進
め
ら
れ
、
平

成
26
年
6
月
に
は
危
険
水

位
等
が
見
直
さ
れ
、
治
水

安
全
度
が
向
上
し
ま
し

た
。

　
　

市
民
の
皆
様
の
日
常

生
活
で
は
既
設
の
道
路
の

整
備
は
深
刻
な
問
題
で

す
。

　

快
適
な
交
通
環
境
を
確

保
す
る
た
め
、道
路
を
適

正
に
管
理
し
ま
す
と
あ
り

ま
す
が
、適
正
に
管
理
す

る
た
め
の
基
準
は
あ
り
ま

す
か
。

　
　

道
路
の
適
正
管
理
と

し
て
、日
常
的
に
は
定
期

的
な
除
草
や
樹
木
の
剪
定

等
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、職
員
が
現
場
に
出
向

く
際
に
、道
中
の
舗
装
状

態
や
排
水
施
設
の
状
態
を

随
時
確
認
し
て
い
ま
す
。な

お
、本
年
度
郵
便
局
と
の
災

害
協
定
締
結
に
伴
い
、郵
便

局
員
か
ら
道
路
に
異
常
が

あ
っ
た
場
合
、情
報
提
供
を

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
道
は
ご
指
摘
の
と
お

り
整
備
後
30
年
以
上
経
過

し
て
い
る
路
線
が
60
％
以

上
あ
り
、老
朽
化
が
み
ら
れ

る
箇
所
も
あ
り
ま
す
。こ
れ

ら
の
道
路
を
計
画
的
に
修

繕
し
て
い
く
た
め
、道
路
ス

ト
ッ
ク
事
業
に
よ
り
定
期

的
に
点
検
し
、修
繕
計
画
に

基
づ
き
改
修
を
進
め
て
い

ま
す
。

活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ

く
防
災
協
力
会
と
協
議
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
防
災
の
た
め
の
意
識
啓        

　

発
と
防
災
の
た
め
の
教

　
育

●
尾
張
西
枇
杷
島
ま
つ
り

　
花
火
大
会
の
ご
み

既
設
の
道
路
適
正
管
理

水
防
活
動
の
迅
速
化

伊
藤
　
嘉
起 

議
員

ど  

の
う



議
会
改
革
推
進
等

調
査
特
別
委
員
会

（
平
成
29
年
7
月
26
日
、
9
月
7
日
開
催
）

9月議会定例会で審議された議案
　定例会は、１日から25日までの25日間の会期で開き、初日に所信表明・市長提出議案の上
程・説明がありました。また、議員発議による「定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費
国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書（案）」及び「道路財源の確保に関する意見書
（案）」を上程し、朗読説明をしました。
　市長提出案件の内、副市長の選任・教育委員会委員の任命２件・公平委員会委員の選任３件
監査委員（識見を有する者）の選任・農業委員会委員の任命14件・固定資産評価審査委員会委
員の選任３件については、即日、採決し全員賛成で同意しました。その他の議案１５件につい
ては、７日に質疑が行われた後、各所管の常任委員会に付託しました。
　最終日には、それぞれの常任委員会の審査結果について委員長から報告があり、採決の結果、
市長提出議案を原案どおり認定・可決しました。
　また、議員発議による「定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及
び拡充を求める意見書（案）」及び「道路財源の確保に関する意見書（案）」については、採
決の結果、全員賛成で可決しました。なお、追加上程した「市議会議員の定数を定める条例の
一部を改正する条例案」については、平成３０年４月の市議会議員選挙の定数を論議したもの
で、「定数２２人を２０人とする」議員提案を受け、反対討論２件、賛成討論３件を経て、採
決の結果、賛成少数で否決しました。（議員賛否一覧の最下行を参照）

◎反対討論（要旨）地域の多様な意見を吸い上げるには現行のままとし、人口も増加していることからも定数削減には賛成しかねます。
◎賛成討論（要旨）定数が減ることで、意見を汲み取れないとは思えない。本市の財政事情からも議員自らを律すことを提案するものです。

◎通告された所信表明に対する質疑、議案質疑
９月７日に１人の議員が質疑を行いました。

加藤光則議員 ○所信表明
○個人情報保護条例の一部を
　改正する条例案

　

議
会
改
革
の
一
層
の
推

進
に
向
け
て
協
議
、検
討
を

し
て
い
ま
す
。

　
開
か
れ
た
議
会（
見
え
る

化
）に
つ
い
て
は
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を
は
じ

め
と
し
た
い
ろ
い
ろ
な
手

段
に
つ
い
て
費
用
、運
用
の

仕
方
な
ど
の
面
か
ら
協
議

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、市

議
会
傍
聴
規
則
の
年
齢
制

限
の
規
定
を
削
除
す
る
べ

き
と
し
、議
会
運
営
委
員
会

に
お
い
て
協
議
さ
れ
、削
除

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。

委
員
長 

白
井　
　
章

副
委
員
長 

天
野　
武
藏

委　
員 

成
田　
義
之

委　
員 

村
瀬　
勝
哉

委　
員 

加
藤　
光
則

委　
員 

常
川　
則
雄

委　
員 

小
﨑　
　
豊

委　
員 

飛
永　
勝
次



9月議会定例会議案の議員賛否一覧

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

認定

認定

認定

認定

認定

認定

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

否決

○

○

○

○

○

○
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道路財源の確保に関する意見書（案）

市議会議員の定数を定める条例の一部を改正する条例案

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫
負担制度の堅持及び拡充を求める意見書（案）

※八木勝之議長は採決に加わりません。

○・・・賛成　×・・・反対

清政会審議結果と会派・議員名

議　　案

審
議
結
果

松
川 

秀
康

加
藤 

光
則

高
橋 

哲
生

大
塚 

祥
之

天
野 
武
藏

常
川 
則
雄

白
井 　
章

浅
井 

泰
三

飛
永 

勝
次

林　

 

真
子

岸
本 

洋
美

小
﨑 

進
一

野
々
部 

享 

岡
山 

克
彦

小
﨑 　
豊

住
田 

元
紀

八
木 

勝
之

村
瀬 

勝
哉

伊
藤 

嘉
起

久
野 　
茂

成
田 

義
之

公明党 市清クラブ 清友会 無所属

横
井 

秀
則

副市長の選任（葛谷賢二氏）

教育委員会委員の任命（福田一子氏）

教育委員会委員の任命（堤忠正氏）

公平委員会委員の選任（加藤茂氏）

公平委員会委員の選任（日下部壽子氏）

公平委員会委員の選任（渡邉俊司氏）

監査委員（識見を有する者）の選任（黒川了一氏）

農業委員会委員の任命（浅井尊弘氏）

農業委員会委員の任命（日下部錠一氏）

農業委員会委員の任命（後藤正臣氏）

農業委員会委員の任命（石塚芳政氏）

農業委員会委員の任命（石川雄二氏）

農業委員会委員の任命（水野格廉氏）

農業委員会委員の任命（林秀雄氏）

農業委員会委員の任命（櫻井重利氏）

農業委員会委員の任命（岩田房喜氏）

農業委員会委員の任命（中野浩光氏）

農業委員会委員の任命（伊藤正敏氏）

農業委員会委員の任命（三宅正恭氏）

農業委員会委員の任命（八木一広氏）

農業委員会委員の任命（酒井温司氏）

固定資産評価審査委員会委員の選任（山ノ内英雄氏）

固定資産評価審査委員会委員の選任（河村年美氏）

固定資産評価審査委員会委員の選任（木村哲也氏）

平成28年度一般会計決算認定

平成28年度国民健康保険特別会計決算認定

平成28年度介護保険特別会計決算認定

平成28年度下水道事業特別会計決算認定

平成28年度後期高齢者医療特別会計決算認定

平成28年度水道事業会計剰余金の処分及び決算認定

個人情報保護条例の一部を改正する条例案

税条例の一部を改正する条例案

都市計画税条例の一部を改正する条例案

市立幼稚園授業料等条例の一部を改正する条例案

平成29年度一般会計補正予算（第２号）案

平成29年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）案

平成29年度介護保険特別会計補正予算（第１号）案

平成29年度下水道事業特別会計補正予算（第１号）案

平成29年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）案
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市に望むこと（小学校の児童のみなさん）
《順不同で掲載しています》

 

西
枇
杷
島
小
学
校

上
田 

結
菜

 

清
洲
小
学
校

堀
田 

悠
斗

 

新
川
小
学
校

安
井 

希
歩

　
私
は
、清
須
市
の
み
な
さ

ん
が
本
に
親
し
め
る
仕
組

み
を
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
私
は
本
が
大
好
き
で
、よ

く
本
を
読
み
ま
す
。だ
か

ら
、私
は
色
々
な
本
を
学
校

の
図
書
館
か
ら
借
り
て
い

ま
し
た
が
、も
っ
と
色
々
な

本
を
読
み
た
い
と
思
い
ま

し
た
。で
も
、清
須
市
図
書

館
は
一
人
で
は
な
か
な
か

行
け
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
好

き
な
本
を
選
ん
で
家
ま
で

届
け
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス

や
駅
、児
童
館
な
ど
の
市
の

施
設
な
ど
に
返
却
ボ
ッ
ク

ス
を
た
く
さ
ん
設
置
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。そ
う
す
れ

ば
お
年
寄
り
の
人
や
な
か

な
か
図
書
館
に
行
け
な
い

人
も
も
っ
と
気
軽
に
本
が

読
め
る
と
思
い
ま
す
。

　
本
は
会
話
も
広
が
る
大

切
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、清
須
市
の
み
な
さ
ん

が
本
に
親
し
め
る
仕
組
み

作
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ぼ
く
が
清
須
市
に
望
む

こ
と
は
、観
光
客
を
増
や
す

た
め
の「
ＰＲ
動
画
」を
つ
く

る
こ
と
で
す
。

　
今
年
の
四
月
に
レ
ゴ
ラ

ン
ド
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。今
、名
古
屋
市
が
日
本

中
の
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。お
隣
の
名
古
屋
市
が
人

気
な
ら
ば
、そ
れ
に
続
い

て
、清
須
市
に
も
観
光
客
が

た
く
さ
ん
集
ま
る
チ
ャ
ン

ス
だ
と
思
い
ま
す
。清
須
市

に
は
、織
田
信
長
ゆ
か
り
の

地
、清
洲
城
が
あ
り
ま
す
。

弥
生
時
代
の
人
々
の
暮
ら

し
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
朝
日
貝
塚
が
あ
り
ま
す
。

他
に
も
、甘
く
て
お
い
し
い

宮
重
大
根
や
土
田
か
ぼ

ち
ゃ
、清
洲
公
園
に
咲
く
桜

な
ど
、み
ん
な
に
誇
れ
る
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
こ
ん
な
に
多
く
の
魅
力

に
あ
ふ
れ
た
清
須
市
を
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
。「
ＰＲ
動
画
」で
清
須
市

を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
く

だ
さ
い
。

　
歩
行
者
と
自
転
車
が
ぶ

つ
か
る
事
故
、自
動
車
が
通

学
中
の
子
ど
も
の
列
に

突
っ
込
む
事
故
を
、と
き
ど

き
ニ
ュ
ー
ス
で
見
ま
す
。こ

の
よ
う
な
事
故
が
清
須
市

で
起
き
な
い
た
め
に
、私

は
、歩
行
者
、自
転
車
、自
動

車
の
道
を
分
け
る
こ
と
を

提
案
し
ま
す
。

　
登
下
校
中
、歩
道
が
な
い

道
路
で
は
、車
が
横
を
通
る

た
び
に
ひ
や
り
と
し
ま
す
。

低
学
年
の
子
が
、少
し
外
に

出
て
し
ま
っ
た
ら
と
、と
て

も
心
配
に
な
り
ま
す
。歩
道

が
き
ち
ん
と
あ
れ
ば
、安
心

し
て
登
下
校
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、自
転
車
は
車
道
を

走
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

私
は
、こ
わ
く
て
車
道
を
走

れ
ま
せ
ん
。

　
歩
行
者
、自
転
車
、自
動

車
の
道
を
分
け
る
と
、き
っ

と
交
通
事
故
が
減
り
、安
心

し
て
通
る
こ
と
が
で
き
る

道
路
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ぼ
く
た
ち
が
住
む
清
須

市
に
は
、庄
内
川
、五
条
川
、

新
川
の
三
つ
の
川
が
流
れ

て
い
ま
す
。ぼ
く
は
、春
は

五
条
川
で
お
花
見
を
し
、夏

は
庄
内
川
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
し
て
、川
が
身
近

に
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
い

ま
す
。そ
こ
で
、ぼ
く
が
清

須
市
に
望
む
こ
と
は
、川
辺

に
た
く
さ
ん
の
花
を
植
え
、

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
が

で
き
る
コ
ー
ト
や
公
園
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど

を
増
や
す
こ
と
で
す
。子
ど

も
か
ら
お
年
よ
り
ま
で
、た

く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
、楽

し
く
過
ご
せ
る
場
所
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。ま

た
、川
が
は
ん
ら
ん
す
る
と

ど
の
よ
う
な
危
険
が
あ
る

の
か
、ど
の
よ
う
に
避
難
す

る
と
よ
い
か
な
ど
を
学
べ

る
場
所
や
機
会
を
増
や
し

て
ほ
し
い
で
す
。清
須
市
の

地
形
を
知
り
、安
全
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
自
ら
学
び
、家

族
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
。
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